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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月28日(2020.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物またはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒和物：
【化１】
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　（式中、
【化２】

　は、１～３つのＲ１及び０～３つのＲ２で置換されている置換Ｃ３－Ｃ１０シクロアル
キルであり、
　各Ｒ１は独立して、－ＯＲ６、－ＳＲ６、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ７、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ７、ま
たは－Ｎ（Ｒ６）２であり、
　各Ｒ２は独立して、Ｈ、ハロゲン、－ＣＮ、－ＯＲ８、－ＳＲ８、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ９、
－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ９、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒ８）２、－ＮＲ８Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ９、－Ｃ（
＝Ｏ）Ｒ９、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ９、－ＣＯ２Ｒ８、－ＯＣＯ２Ｒ９、－Ｎ（Ｒ８）２、－
ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ８）２、－ＮＲ８Ｃ（＝Ｏ）Ｒ９、－ＮＲ８Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９、任意
に置換されているＣ１－Ｃ４アルキル、任意に置換されているＣ１－Ｃ４フルオロアルキ
ル、任意に置換されているＣ１－Ｃ４ヘテロアルキル、任意に置換されているＣ３－Ｃ６

シクロアルキル、任意に置換されているアリール、または任意に置換されているヘテロア
リールであり、
　各Ｒ６は独立して、Ｈ、任意に置換されているＣ１－Ｃ４アルキル、任意に置換されて
いるＣ１－Ｃ４ヘテロアルキル、任意に置換されているＣ１－Ｃ４フルオロアルキル、－
Ｘで任意に置換されているＣ１－Ｃ４アルキル、－Ｘで任意に置換されているＣ１－Ｃ４

ヘテロアルキル、－Ｘで任意に置換されているＣ１－Ｃ４フルオロアルキル、任意に置換
されているＣ３－Ｃ６シクロアルキル、任意に置換されているＣ２－Ｃ１０ヘテロシクロ
アルキル、任意に置換されているアリール、もしくは任意に置換されているヘテロアリー
ルであるか、
　または、２つのＲ６は、それらが結合しているＮ原子と一緒になって、任意に置換され
ている複素環を形成し、
　Ｘは、－（Ｃ＝Ｏ）－であり、
　各Ｒ７は独立して、任意に置換されているＣ１－Ｃ４アルキル、任意に置換されている
Ｃ１－Ｃ４ヘテロアルキル、任意に置換されているＣ１－Ｃ４フルオロアルキル、任意に
置換されているＣ３－Ｃ６シクロアルキル、任意に置換されているＣ２－Ｃ１０ヘテロシ
クロアルキル、任意に置換されているアリール、または任意に置換されているヘテロアリ
ールであり、
　各Ｒ８は独立して、Ｈ、任意に置換されているＣ１－Ｃ４アルキル、任意に置換されて
いるＣ１－Ｃ４ヘテロアルキル、任意に置換されているＣ１－Ｃ４フルオロアルキル、任
意に置換されているＣ３－Ｃ６シクロアルキル、任意に置換されているＣ２－Ｃ１０ヘテ
ロシクロアルキル、任意に置換されているアリール、もしくは任意に置換されているヘテ
ロアリールであるか、
　または、２つのＲ８は、それらが結合しているＮ原子と一緒になって、任意に置換され
ている複素環を形成し、
　各Ｒ９は独立して、任意に置換されているＣ１－Ｃ４アルキル、任意に置換されている
Ｃ１－Ｃ４ヘテロアルキル、もしくは任意に置換されているＣ１－Ｃ４フルオロアルキル
、任意に置換されているＣ３－Ｃ６シクロアルキル、任意に置換されているＣ２－Ｃ１０

ヘテロシクロアルキル、任意に置換されているアリール、または任意に置換されているヘ
テロアリールであり、
　Ａ２は、ＮまたはＣＲＡであり、
　ＲＡ、ＲＡ１、ＲＡ２、及びＲＡ３はそれぞれ独立して、Ｈ、ハロゲン、任意に置換さ
れているＣ１－Ｃ４アルキル、任意に置換されているＣ１－Ｃ４フルオロアルキル、任意
に置換されているアリール、または－ＯＲ１０であり、
　Ｒ１０は独立して、Ｈ、任意に置換されているＣ１－Ｃ４アルキル、任意に置換されて
いるＣ１－Ｃ４フルオロアルキル、任意に置換されているＣ１－Ｃ４ヘテロアルキル、任
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意に置換されているＣ３－Ｃ６シクロアルキル、任意に置換されているＣ２－Ｃ１０ヘテ
ロシクロアルキル、任意に置換されているアリール、または任意に置換されているヘテロ
アリールであり、
　環Ａは、単環式炭素環または単環式複素環であり、
　各Ｒ３は独立して、Ｈ、ハロゲン、－ＣＮ、－ＯＲ１１、－ＳＲ１１、－Ｎ（Ｒ１１）

２、任意に置換されているＣ１－Ｃ４アルキル、任意に置換されているＣ１－Ｃ４フルオ
ロアルキル、任意に置換されているＣ１－Ｃ４ヘテロアルキル、任意に置換されているＣ

３－Ｃ６シクロアルキル、任意に置換されているＣ２－Ｃ１０ヘテロシクロアルキル、任
意に置換されているアリール、または任意に置換されているヘテロアリールであり、
　各Ｒ１１は独立して、Ｈ、任意に置換されているＣ１－Ｃ４アルキル、任意に置換され
ているＣ１－Ｃ４フルオロアルキル、任意に置換されているＣ１－Ｃ４ヘテロアルキル、
任意に置換されているＣ３－Ｃ６シクロアルキル、任意に置換されているＣ２－Ｃ１０ヘ
テロシクロアルキル、任意に置換されているアリール、または任意に置換されているヘテ
ロアリールであり、
　ｎは、０、１、２、３、または４であり、
　Ｒ４及びＲ５はそれぞれ独立して、Ｈ、ハロゲン、－ＣＮ、－ＯＲ１２、－ＳＲ１２、
－Ｎ（Ｒ１２）２、任意に置換されているＣ１－Ｃ４アルキル、任意に置換されているＣ

１－Ｃ４フルオロアルキル、任意に置換されているＣ１－Ｃ４ヘテロアルキル、任意に置
換されているＣ３－Ｃ６シクロアルキル、任意に置換されているＣ２－Ｃ１０ヘテロシク
ロアルキル、任意に置換されているアリール、または任意に置換されているヘテロアリー
ルであり、
　Ｒ１２は独立して、Ｈ、任意に置換されているＣ１－Ｃ４アルキル、任意に置換されて
いるＣ１－Ｃ４フルオロアルキル、任意に置換されているＣ１－Ｃ４ヘテロアルキル、任
意に置換されているＣ３－Ｃ６シクロアルキル、任意に置換されているＣ２－Ｃ１０ヘテ
ロシクロアルキル、任意に置換されているアリール、または任意に置換されているヘテロ
アリールである）。
【請求項２】
【化３】

　が、１～３つのＲ１及び０～３つのＲ２で置換されている置換Ｃ４－Ｃ７シクロアルキ
ルである、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒和物。
【請求項３】
【化４】

　が、
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【化５】

であり、
　ｑが、０、１、２、または３である、請求項２に記載の化合物またはその薬学的に許容
される塩もしくは溶媒和物。
【請求項４】

【化６】

　が、

【化７】

であり、
　ｑが、０、１、２、または３である、請求項１～３のいずれか１項に記載の化合物また
はその薬学的に許容される塩もしくは溶媒和物。
【請求項５】
【化８】

　が、
【化９】

であり、
　ｑが、０、１、２、または３である、請求項１～４のいずれか１項に記載の化合物また
はその薬学的に許容される塩もしくは溶媒和物。
【請求項６】
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【化１０】

　が、
【化１１】

であり、
Ｒ６が、Ｈ、任意に置換されているＣ１－Ｃ４アルキル、任意に置換されているＣ１－Ｃ

４ヘテロアルキル、任意に置換されているＣ１－Ｃ４フルオロアルキル、－Ｘで任意に置
換されているＣ１－Ｃ４アルキル、－Ｘで任意に置換されているＣ１－Ｃ４ヘテロアルキ
ル、または－Ｘで任意に置換されているＣ１－Ｃ４フルオロアルキルであり、
ｑが、０または１であり、
Ｒ２が、Ｈ、任意に置換されているＣ１－Ｃ４アルキル、任意に置換されているＣ１－Ｃ

４ヘテロアルキル、または任意に置換されているＣ１－Ｃ４フルオロアルキルである、請
求項３～５のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒
和物。
【請求項７】

【化１２】

が、
【化１３】

である、請求項１～６のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩も
しくは溶媒和物。
【請求項８】
【化１４】

が、
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【化１５】

である、請求項１～７のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩も
しくは溶媒和物。
【請求項９】
【化１６】

が、
【化１７】

である、請求項１～８のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩も
しくは溶媒和物。
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【請求項１０】
　前記化合物が、式（Ｉａ）
【化１８】

の構造を有する、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒
和物。
【請求項１１】
　前記化合物が、式（Ｉｂ）

【化１９】

の構造を有する、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒
和物。
【請求項１２】
　前記化合物が、式（Ｉｃ）
【化２０】

の構造を有する、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒
和物。
【請求項１３】
　前記化合物が、式（Ｉｄ）

【化２１】

の構造を有し、
ＲＡ３が、任意に置換されているＣ１－Ｃ４アルキルである、請求項１に記載の化合物ま
たはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒和物。
【請求項１４】
　前記化合物が、式（Ｉｅ）
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【化２２】

の構造を有する、請求項１３に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩もしくは溶
媒和物。
【請求項１５】
　前記化合物が、式（Ｉｆ）
【化２３】

の構造を有する、請求項１３もしくは１４に記載の化合物またはその薬学的に許容される
塩もしくは溶媒和物。
【請求項１６】
　前記化合物が、
　Ｎ－（５－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）キナゾリ
ン－６－イル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）－２－クロロベンゼンスル
ホンアミド、
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）キナゾリ
ン－６－イル）－３－メチルフェニル）－２－クロロベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－３－メチルフェニル）－２－クロロベンゼンスルホンアミ
ド、
　Ｎ－（５－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－４－メチルピリジン－２－イル）－２－クロロベンゼンス
ルホンアミド、
　Ｎ－（５－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）キナゾリ
ン－６－イル）－４－メチルピリジン－２－イル）－２－クロロベンゼンスルホンアミド
、
　Ｎ－（５－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）－２－クロロ
ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－３－メチルフェニル）－２－（トリフルオロメチル）ベン
ゼンスルホンアミド、
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－３－メチルフェニル）－２－（トリフルオロメトキシ）ベ
ンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－３－メチルフェニル）－２，５－ジクロロベンゼンスルホ
ンアミド、
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
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チルキナゾリン－６－イル）－３－メチルフェニル）－２－フルオロベンゼンスルホンア
ミド、
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）キナゾリ
ン－６－イル）－３－メチルフェニル）－３－クロロベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－３－メチルフェニル）－４－クロロベンゼンスルホンアミ
ド、
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－３－メチルフェニル）－２－メトキシベンゼンスルホンア
ミド、
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－３－（トリフルオロメチル）フェニル）－２－クロロベン
ゼンスルホンアミド、
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－３－メチルフェニル）ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－（５－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－６－メチルピリジン－２－イル）－２－クロロベンゼンス
ルホンアミド、
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－３－クロロフェニル）－２－クロロベンゼンスルホンアミ
ド、
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）フェニル）－２－クロロベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－３－メトキシフェニル）－２－クロロベンゼンスルホンア
ミド、
　Ｎ－（６－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－５－メチルピリジン－３－イル）－２－クロロベンゼンス
ルホンアミド、
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－２－フルオロ－５－メチルフェニル）－２－クロロベンゼ
ンスルホンアミド、または
　Ｎ－（４－（２－（（（１ｒ，４ｒ）－４－アミノシクロヘキシル）アミノ）－８－エ
チルキナゾリン－６－イル）－２，３－ジメチルフェニル）－２－クロロベンゼンスルホ
ンアミドから選択される化合物である、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容
される塩もしくは溶媒和物。
【請求項１７】
　２つ以上の部位で第１のＩＲＥ１ａに選択的に結合する化合物であって、前記化合物が
前記第１のＩＲＥ１ａタンパク質に結合する時、前記化合物が前記第１のＩＲＥ１ａのＡ
ＴＰ結合ポケットに結合し、ＡＴＰの前記第１のＩＲＥ１ａへの結合を遮断する、前記化
合物。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩もしく
は溶媒和物を含む医薬組成物。
【請求項１９】
　ＩＲＥ１シグナル伝達の変化に関連する疾患の影響を処置または改善するための医薬組
成物であって、請求項１～１７のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に許容さ
れる塩もしくは溶媒和物を含む、前記医薬組成物。
【請求項２０】
　細胞増殖性障害を処置または改善するための医薬組成物であって、前記方法が、ＲＮａ
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ｓｅドメイン及びキナーゼドメインを含むＩＲＥ１ファミリータンパク質の少なくとも１
つのアミノ酸残基に選択的に結合する化合物またはその薬学的に許容される塩もしくは溶
媒和物を含み、前記化合物が、請求項１～１７のいずれか１項に記載の化合物である、前
記医薬組成物。
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